
1345小児看護，38 ⑽：1345-1347，2015．

連　載

　連載３回めでは，乳幼児の精神と関係性の発達が論じ

られたが，本稿では乳幼児の愛着，すなわちアタッチメ

ントについて述べたい。乳幼児看護学の必要性を考える

うえで，乳幼児のアタッチメントの理解は欠くことので

きないものである。ふだん，小児看護の臨床において，

アタッチメントについての正しい理解や愛着理論の臨床

への適用について十分に共有できているとはいえない状

況があり，その一資料を示せるよう整理してみたい。

アタッチメント研究の歴史

　英国出身の精神分析医である Bowlby 1） は，乳幼児期

に施設で育てられた少年の親との分離体験に関する研究

を行ったことがきっかけとなり，マターナル・デプリ

ベーション（maternal deprivation，母性的養育の剝奪）

の概念を明らかにした。Bowlby は1969年にアタッチ

メント研究2）3） を発表しており，これが愛着理論の土台

となっている。当初アタッチメントはある特定の対象と

の間に形成される親密な情緒的絆を結ぶこととしてとら

えられていた。アタッチメント理論では，授乳や食事よ

りも安心感や信頼が重要な要素であるとされ，アタッチ

メント行動は内因的生得的行動であるとしている。この

ことはアカゲザルの赤ちゃんが，ミルクを与えてくれる

が針金でできた偽の母親よりも，ミルクをもらえない柔

ら か い 布 で で き た ダ ミ ー の 母 親 を 選 ん だ と い う

Harlow4） の研究結果からも明らかである。Bowlby5）6）

によると，乳児は養育者との相互作用のなかで自身の内

的ワーキングモデルが形成され，この内在化した表象は

永続性があり，その後も影響し続けるといわれている。

養育者から受けたケアの質により，生後１歳までに愛着

の内的ワーキングモデルが発達するとされており，その

モデルは外的世界を予測して行動を制御するシステムで

ある。恐れや不安などの危機的状況や，病気や疲労など

のストレス状態が子どものアタッチメント行動を生起さ

せ，養育者から一貫して守ってもらえるという信頼感を

得られるのである。

　Bowlby と共にタビストックで研究に従事していた

Ainsworth 5）7） は，アフリカで縦断的な観察研究を実施

し，乳児が愛着対象である養育者を安全基地として探索

行動を行うことを明らかにした。アタッチメントの形成

には特定の養育者の応答性が有効であり，互換的な行動

連鎖の規則性と情動の共有とが繰り返し体験されること

が重要であることを示した。また Ainsworth はストレン

ジシチュエーション法（Strange Situation Procedure）8）

を開発し，アタッチメントパターンが「回避型」「安定型」

「アンビバレント型（両価型）」の３つのタイプに分けられ

ることを明らかにした。Ainsworth を中心とした研究グ

ループは Bowlby の愛着理論を受け継ぎ，アタッチメン

トの発達心理学的な検証研究を遂行した。

アタッチメント行動の発達段階

　Bowlby 1） はアタッチメント理論のなかで，アタッチ

メント行動の発達について４段階に分けて説明している。

　 第１段階：識別のない段階での特定されないアタッチ

メント対象への定位・信号行動（生後３カ月ころまで）
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てもう一つの不安定な型に分類されるＤタイプ「無秩

序・混乱型」が加わった。さらに細かなタイプに分けら

れることが報告されている。アタッチメントパターンに

関する研究は数多く報告されており，なかでも Sroufe

ら11） は，１歳時のアタッチメントパターンによる違いが

のちの児の行動発達に影響を及ぼすことを明らかにした。

養育者の感受性とアダルトアタッチメント

　Ainsworth ら12） はアタッチメントの個人差について検

討した研究で，養育者の感受性が子どものアタッチメン

トの形成に影響を及ぼすことを明らかにした。母親が子

どものシグナルに感度よく気づき，適切に解釈し，子ど

もに受容的で応答的である場合は，子どもの安定型愛着

を形成するという知見が得られた。Emde ら13） は母親

が子どもの情緒を的確に読みとり，適切に応答すること

を情緒的応答性と呼んだ。母親の情緒的応答性は子ども

の情動制御の発達やアタッチメントに影響を与えるとい

われている。

　Main14） は子どもの母親自身のアタッチメントに着目

し，アダルトアタッチメントに関する研究により AAI

（Adult Attachment Interview）を開発しており，子ども

のアタッチメントパターンと親の AAI との関連を明ら

かにした。自身の親についての回想を中心とした面接法

で，内容の一貫性や想起しやすさなどを評定するもので

ある。それにより，精神分析の領域における縦断研究が

盛んになり，世代間伝達の検証やアダルトアタッチメン

トの個人差の特定などさまざまな成果をもたらした15）。

なかでも Fonagy16） は，AAI により得られた母親の内省

機能（reflective function）とアタッチメントパターンと

の間の関連を明らかにした。安定型愛着の母子では養育

者は子どもの心的状態を読みとることができ，子どもも

他者の主観的な心の状態を予測する能力を発達させると

いう。また，妊娠中の母親自身の愛着の表象は生後１年

の子どもとのアタッチメントパターンを予測することを

報告している17）。

養育者と乳幼児の相互作用

　養育者と子どもの早期における相互作用の質がアタッ

チメントの形成に影響することがわかっており，

Barnard 18） は母子相互作用のシステムを養育者と乳幼児

の対話，あるいはワルツと呼んだ。ダンスパートナーと

　 第２段階：識別された特定のアタッチメント対象への

定位・信号行動（生後６カ月ころまで）

　 第３段階：識別された特定のアタッチメント対象への

近接・接近を維持する行動（生後６カ月〜３歳ころま

で）

　 第４段階：行動目標の修正と協調性の形成（３歳ころ

以降）

　「定位」とは，養育者の姿を目で追ったり，声を聞こう

としたりする行動であり，「信号」は，人に注意を向けて

泣く，微笑するなど合図する行動である。「接近」とは吸

う，しがみつく，後を追うなどの行動をいう。赤ちゃん

が生得的にもつこれらのアタッチメント行動は，母親の

関心を引きつけ，母親の養育行動を生起させる。本能的

な反応要素が養育者との相互作用をとおして統合されて

表現されるのである。

アタッチメントパターン

　Ainsworth が開発したストレンジシチュエーション

法8） によるアタッチメントパターンは，生後１年の母子

の８つのエピソードからなる場面を実験的に観察するも

のである。母子が実験室に入室し２人でいるところに見

知らぬ人が入室する。次に，母親が退室し母子は分離さ

れた状態となる。子どもはしばらく見知らぬ人と２人き

りになり，母親が戻ってきて再会する。しばらくして再

び母親が退室し，子どもは１人きりになり，見知らぬ人

が戻った後に，最後に母親が戻ってくるという流れが一

連の方法である。このときの子どもの反応によってア

タッチメントのタイプを決定するものである。

　Ａタイプが「回避型」で母親との再会時に無視したり避

けたりし相互作用を求めないタイプ，Ｂタイプの「安定

型」は母親と再会したとき，接近や接触を求めて一緒に

遊ぼうとするか，あるいは離れたところから微笑み・手

を振る・話しかけるなどして相互作用を求めるタイプ，

Ｃタイプの「アンビバレント型（両価型）」は母親との分離

の後に再会したとき，母親に過度の関心を示し接近や接

触を求める一方で怒りや拒否を示すタイプである。三

宅9） は国内におけるアタッチメントパターンの研究を実

施したが，日本ではＡタイプの「回避型」がみられなかっ

たという。その後，この３タイプだけでは子どものアタッ

チメントの個人差を理解しきれていないのではないかと

いう見解があり，Ainsworth の弟子である Main10） によっ
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のワルツのように流れるスムーズな会話をとおして，乳

幼児は発達のために必要な質と量の刺激を受け取ること

ができるのである。Barnard の看護モデルは，養育者−

乳幼児間の相互作用を円滑に進行させるために，双方が

一定の責任を分担するという仮定のうえに成り立ってい

る（図１）18）。乳幼児は養育者に明瞭なcueを送り反応し，

養育者は乳幼児の不快な状態を軽減し，発達と学習の機

会を提供しなければならない。双方の反応を通じて互い

の行動を修正するのである。図中の矢印の中断（//）は相

互的システムの破綻を表しており，さまざまな要因によ

り相互作用の適合の過程を妨げる。養育者では乳幼児の

行動に関する知識の欠如や病気，うつ，ストレスなどの

危機的な条件下にある場合がその例としてあげられる。

一方，乳幼児では早産・低出生体重児，母親の妊娠中の

薬剤使用，乳幼児の健康障害などがあげられる。

　このような親子の相互作用は，出生直後から毎日の授

乳，おむつ交換，遊びなどの場面で繰り返されるもので

ある。乳幼児期までの親子相互作用は，良好な親子関係

や子どもの成長・発達の促進のために重要である。

おわりに

　親子のやりとりの繰り返しのなかで，養育者−乳幼児

の相互作用が個々の親子関係やアタッチメントを形成さ

せる。早期のアタッチメントによるのちの対人関係や脳

の発達，パーソナリティの発達への影響について検討が

進められており19），臨床上のさまざまな，これらのこと

をふまえ，親子にかかわる機会を多くもつ看護師は，乳

幼児の愛着を理解したうえで親子の支援のあり方を検討

していくことが求められる。
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Barnard の看護モデル図 １
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•乳幼児のcueに対する感受性

•乳幼児の不快な状態の緩和

•発育を促進する環境の提供

乳幼児 / 子どもの特性 
•cueの明瞭性

•養育者 /親への反応性

〔Sumner G, Spietz A（廣瀬たい子・監訳）：NCAST-AVENUW 養育者 /
親 - 子ども相互作用フィーディングマニュアル（日本語版）．NCAST 研
究会，東京，2008，pp 8-11．より引用〕


